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寝屋川支援学校（当時は寝屋川養護学校）は、昭和50年に八尾支援学校の一部を借用して、
大阪府で8番目の支援学校として歩み始めました。

創立50周年という節目を迎えることができましたのも、ひとえに大阪府教育庁様、地域の皆
様、保護者の皆様、そして関係するすべての皆様の温かいご理解とご支援のおかげと心より
感謝申しあげます。

創立から50年、本校は皆様と共に歩み、支援教育の充実に努めてまいりました。これまでの
歩みを振り返りますと、多くの方々のお力添えがあったからこそ、現在の寝屋川支援学校が
あると改めまして実感しております。

 

時代は昭和から平成、そして令和へと移りました。教育の世界でも、将来の変化を予測する
ことが困難な時代を前に、子どもたちは未来に向けて、自らの生涯を生き抜く力をどう培っ
ていくのか、学校教育は新しい時代を生きる子どもたちに、何を準備しなければならないの
かが問われています。

そんな新しい時代を迎える中、これまでの蓄積を踏まえ評価しつつ、新しい時代にふさわし
い学校の在り方を考えていく必要があります。

 

本校でも「令和の日本型教育」においてめざしている視点の一つである「個別最適な学び」
について、日々の授業においてICT活用の研究・実践を重ねるとともに、子どもたち一人ひ
とりの実態やニーズに応じた様々なコミュニケーション理論やツールを踏まえた取組みを進
めております。

また、もう一つの視点である「協働的な学び」については、今回の創立50周年記念の取組み
のひとつである「学校キレイ大作戦」において、高等部の生徒が職業の授業「清掃」につい
て、小中学部の児童生徒に技術や姿勢を伝えながら学校をきれいにしていく学び合いを進め
る中で、それぞれの子どもたちが協働しながら自分の良さや可能性を認識することへの深ま
りがみられました。

これからも、それぞれの子どもが「やった！できた！」といえる日々を作るためにも、「子
どもを真ん中に」から考え方を一歩進め、子どもとチームとして手を取り合い、共に歩んで
いきたいと考えております。子どももチームの一員とした「チーム学校」として、子どもそ
れぞれの目標や希望を叶えていける学校づくりを進めてまいりますので、お力添えを賜りま
すよう、何卒よろしくお願い申しあげます。

 

結びに、この創立50周年という重要な節目に際し、これからも一層の成長をめざして努力を
続けて参りますことを誓いましてご挨拶とさせていただきます。改めて多くの方々に感謝の
気持ちを伝えたく、心よりお礼申しあげますと共に、今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒よろ
しくお願い申しあげます。

大阪府立寝屋川支援学校

校長　阪本友輝
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創立５０周年


記念事業紹介



各教室等の掃除道具の整備を行う

「学校きれい大作戦」を実施。

高等部の職業の授業に小・中学部の児童生徒も参加し、

みんなで取り組みました。



この取り組みは、学校全体の環境美化意識を
高めるだけでなく、異年齢交流の貴重な機会
となりました。

小・中学部の児童生徒たちは、高等部の生徒
から正しい清掃方法を学び、協力して作業を
進めることで、責任感と達成感を味わうこと
ができました。

高等部の生徒たちにとっては、リーダーシップを
発揮し、職業スキルを実践する良い経験となり
ました。

この活動を通じて、児童生徒たちは清潔で快適
な学習環境を自分たちの手で作り出す喜びを実
感し、学校への愛着も深まったようです。



日時

支援教育に関わる教員の専門性の向上及び、地域・保護者の方々に学校への理解を深めていただ
くことをねらいとして、校内の施設や授業の見学を行っていただけるオープンスクールを実施す
ることとなりました。



この機会に小学部、中学部、高等部の授業の様子等を見学していただけましたら幸いです。

①10月29日（火）10：00～14：00



②10月31日（木）10：00～14：00



講演日時：2024年11月19日（火）

出演：ウインドカンパニーオーケストラ

 

ウインドカンパニーは「ウインドカンパニー管楽オーケストラ（吹奏楽団）」を母体に、おもに関西
で演奏活動を行っていたプロ・アーティストたちによって1994年に誕生。現在まで小・中・高等
学校での学校音楽会や一般公演を2,000回以上行っています。
 

 2000年からは、吹奏楽オリジナル曲の発掘・新作の紹介などをコンセプトに、50名の大編成吹
奏楽団のリサイタルを行い、その新鮮でエネルギッシュな演奏は、数少ないプロフェッショナル
吹奏楽団として多方面より高い評価を得ています。

ウインドカンパニーオーケストラ



アー　アー　アー　アー

 

みんな 　えがおで 　あいさつ 　おはよう

きぶんはじょうじょう 　ともだち　だいすき

わかるよ 　べんきょう 　おいしい 　きゅうしょく

きぶんはじょうじょう 　さいこう　がっこう

 

さいしょは わからないことが あったとしても

ないたり わらったり　ここからはじまっていくんだね

 

きっと きっと きっと きっと　うれしい

もっと もっと もっと もっと　たのしい

 

きっと きっと きっと きっと　うれしい

これからも　ずっと

 

アー　アー　アー　アー

  

うんどうかい 　はっぴょうかい スクールバス　しゅうがくりょこう

わくわく　どきどき 　たのしくいこうよ

みんなの 　がっこう 　ありがとう　がっこう

ハッピハッピ　バースデー　ねやがわしえんがっこう　

 

いろいろ おもいでつくって　ともだちでいよう

ないたり わらったり　ここからはじまっていくんだね 

 

きっと きっと きっと きっと　うれしい

もっと もっと もっと もっと　たのしい

 

きっと きっと きっと きっと　うれしい

これからも　ずっと

 

きっと きっと きっと きっと　うれしい

もっと もっと もっと もっと　たのしい

 

きっと きっと きっと きっと　うれしい

これからも　ずっと

 

アー　アー　アー　アー

「ねやがわレボリューション」

記念ソングを再生する 
（音源再生ページへ遷移します）

https://www2.osaka-c.ed.jp/neyagawa-y/08cf0fd403c528d396c0eb59318eea39_2.mp3


創立５０周年


記念品の紹介



創立50周年記念Tシャツ

創立50周年記念ミニハンカチ

創立50周年クリアファイル

創立50周年記念トートバッグ

50周年を祝う特別なイラストが描かれ
た記念クリアファイルです。

実用性と記念品としての価値を兼ね備
え、卒業後も大切な思い出として残せ
る、魅力的なアイテムとなっています。

50周年を祝う特別なイラストが描かれ
た記念Tシャツです。

本校の歴史と未来への希望を表現したデ
ザインで、生徒たちのアイデアを取り入
れて制作されました。

50周年を記念した、使いやすいサイズ
のミニハンカチです。

50周年記念ロゴと記念の年号が織り込
まれた、上品なデザインが特徴です。

50周年を記念した特別デザインのトー
トバッグです。

丈夫な素材を使用し、学校のロゴと記念
のロゴが印刷された、シンプルで使いや
すいデザインが特徴です。
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